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　秋田市は地形が平らなため、昔から少しの雨でも河川があふれ、道路や宅地が水びたしにな
りました。また、台所などからの汚れた水がたまりやすく、不衛生だったので、伝染病が発生した
りしていました。
　そこで、大正15年から下水道建設のための調査を行い、昭和７年に旭川の周辺から、下水道
整備を始めました。
　しかし、当時の下水道は、汚れた水をただ川や海に流すだけだったので、産業活動の発展や人
口の増加などにより、川や海の水質の悪化が問題となりました。
　このため、昭和45年から、汚れた水をきれいな水に処理して川や海に流すための施設として
「八橋下水道終末処理場」の運転を始め、約50年間にわたって休まず運転を続けてきました。
その後、令和２年には「秋田臨海処理センター」へ役割をゆずり、台所やトイレなど生活のため
に使われて汚れた水の処理を行っています。

　秋田市に水道ができるまで、市民のほとんどが旭川の水や井戸水にたよって生活していま
した。しかし、人口が増えたことなどにより、だんだん旭川の水が汚れ、伝染病が発生した
り、火災が続いたりしました。
　このため、安心して飲める水、安定して使える水が必要となり、明治36年から旭川上流
の藤倉水源地の水を利用した水道を建設し、明治40年10月に給水を始めました。
　その後、秋田市の発展により水の使用量が増えたことから、雄物川を水源とする浄水場か
らの給水に切り替えました。これにより、昭和48年には藤倉水源地の水を使うことがなく
なり、水道施設の役割は終えましたが、藤倉水源地は、平成５年に国の建造物の重要文化財
「近代化遺産」に指定され、今でも当時の様子を私たちに伝えてくれています。
　これからも市民の快適な暮らしを支えるため、いつまでも安全な水を送り続けます。
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水へと処理しています。

やく りっ ほう

よご

しょ り

台所では
悪臭やつまりの原因になりますので野菜くず、残飯、ごみ、食用油など

は流さないようにしましょう。

トイレでは
水に溶けない紙や、紙おむつなどはつまりますので、流さないでくだ

さい。

マンホールでは
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